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^
^
す

成
：.5
^

し

.て
W 

る

黨
派
で

P

る

か
ら
、他
年
國
會
を
通
織
し
た
自
沿

法
が

0 

i

實

施

せ

，，̂

る 

> 
曉

は

邊
員
數 

四

拾

條
名

(

目
下
は

S

力

0
民
黨
セ
命
し
て

A

拾

，S
名)

に
減
少

せ

ら

る

〜

叢

で

‘あ

る
。
失
：

 ̂

帝
國

i 

f
の

內

沿

外

ず

政

策

：̂

關

し

て

特

殊

の

生

張

を

有

つ

て

居

る

ご

云

ふ

で

は

な

い
。 

國
の
ニ
大
政
黨
主
義
の
事
れ
就
て
論
遞

す

る

の
が
本
文
の

目

的

で

あ

る

か

ら
、以

下
是
普
ニ
凝 

に
就
て
は
、必
要
に
應
じ
て
時

綱

說

す

る

に

止

め

る

。

自
由
黨
ビ
統

1

黨
對
崎
の
現
狀
を
知
る
に
は
、少
し
く
摩
史
に
溯
つ
て
說
明
す
る
の
必
恶
が 

す
る

T

や
B

雨
大
政
霞
は
女
王

H

ジ
ザ
ベ

•ス
が
淸

.敎
徒
を
迫
害
：し

時

に

起

因

し

て

屈

る

。降
つ 

て

チ

I

ル
ス

】

世
か
帝
王
刺
權
說
戈
奉
じ
ャ
國
會

：

及
び

，-

<

民

；
臨
.む
だ
ご
き
、國
，王
ざ
雖
も 

「

自
由
の
主
義

——

國
★

及
び
人
民
の
獨
立
播

I

及
び
法
律
を
破
つ

た
;
，

き
は
、之
に
反
抗
レ

て
も
決
し
て
不

：5
i

で
な
い
し
ご
生
張
し
、チ
ァ

I

>
タ
の
尊
政
に
對
し
ャ
敢
然
干
戈
を
執
ウ
て 

り
た
黨
派
が
即
ち
圓
頂
黨

(
R
o
u
n
d

 

h
e
a
d
)
、

.是
れ

が

自
由
戴
の
前
身
た

-る
ホ

.

.ィ
タ

グ
黨

ざ

な
る
の

.
 

で
あ
る

.。之
に
ま
對
し
て
、类
國

W
:

の
#

^
不
.可
，犯
る
權
刺

^

^

^

の
優
越
，化し

K

臣
民
の 

ホ
で
は
菜
順
に
服
從
の
義
務
あ

i

ご
主
張
し
て
、國
王
に
纖
し
ぬ
の
が
騎
士
黛

(cavalier)、

叩
ち

保
守
戴
の
前
身
ト
ー
リ
イ
戴
ビ
な
る
の
で
あ
る
。此
の
、雨
黨
ざ
も
に
均
し
く
王
政
を
支
特
し

： ̂

け
れ
ど
、然
も
前
着
は
法
律
の
箱
圍
内
に
王
權
ど
，制
限
せ
社

^

爭
ひ
、後

.者

® 
.主
義
は
敎
會
及
び 

國
家
に
於
け
る
専
制
政
治
を
賛
成
し
だ
の
で

P

る
。然
し
英
國
の
政
黨
が
精

i

政
黨

S

レ
い
形 

狀
を
呈
す
る
や
ぅ
に
な
つ
て
来
た
，の
は
、：！
六
入

Q

年

後

に

ゼ

ー

ム

？<； 

S

此
ご

.な
る
王
弟
ヨ

I 

ク
公
が
舊
敎
信
者
だ
る
の
故
を
以
て
、之
を
英
國
の
王
位
か
ら
徘

1H：

せ
む
ご

：' す
る
の
案
が
國
會 

の
‘議
に
上
つ
れ
隙
か
ふ
で
あ
る
。此
の
所
謂
徘
斥
案

(.Exclusion 

B
m
)
.

に
：贊
成
し
お
黨
派
：を
.ホ
イ
ダ 

グ
‘黨

t
,
w
h
i
g
s
)

ご
稱
し
、反
贤
し
た
.黨
滅
を
ト

I

リ
イ

黨(Tories)

ビ
稱
し
兩
方
ご
も
最
初
は
糊 

弄
の
意
味
で
用
ひ
ら
れ
.れ
名
稱
で
わ
ウ
た
が
、後

.に
は
堂

'々

4
^

る
英
國
ニ
大
政
.黨
の
名
前
に
用 

ひ
て
誰
も
强
し
ま
ざ
る

.に
至
ジ
ね
。

夹
れ
か
ら
ゼ

I

ム
ス
二
世
の
失

’政
、名
譽
革
命
の
成
功
、踐
贿

♦
 (

A
c
t

 

of s
e
t
t
l
e
m
e
n
t
)

の
識
決
ミ 

始
終

.ホ
イ
タ
グ
黨
は
優
勢
を
維
持
し
て
來
ね
の
で
あ
る
が
、

1

地
方
の
貴
族
、神
士
、敎
會
灰
：び 

大
參
等
に
极
據
を

？
^
ウ
て
、常
に
內

☆

國
玉

の

同
情
を
購
い
サ
居
た
ト

I
义

イ
戴
の
潜
勢
^̂
亦̂ 

侮
る
可
，

も
ざ
る
、も
の
が
ウ
た
。然
し
十
お
世
紀
終
末

‘前
後
に
於
け
る
ト

l

y
イ
黨
衰
顏
の
最 

大
原
•因

は
、其
黛
：員

.中

.，
に

各

譽

革

命

：，
，で

傭

蘭
：.

西
に
出
奔

.

.
ね̂
.

>

 

?
ム

世
の
殘
黛
た

る所
：：

謂

盤
九
.卷

(

七
ニ
五)

-

输

耽

' 

爽
國
政
轉
政
精
の
變
局 

猪4̂

魏 

m
、一

r-

!：!
，，、!
w

p'
n \ l

''I
! { ( { '

p ：/.

i

)
I



が

九

卷

.

(

七ニ
六

)

餘

就
提
國
政

織
政持め.
變局

 

鎮

七

就

Htl

十

づ
パ

.イ

ト

戴

を

常

に

.庇

'.陰

し

て

居

だ

か

ら

で

.あ

'る

。
此

の

.ヤ

n

 

A

イ
ト

'黨
，
ビ

云

ふ

の

ネ

跟

國 

玉

の

援

助

を

藉

タ

ヤ

、
ゼ

1

ム
ス

.；

.の

後

繼

者

だ

る

所

謂

ズ

レ

：テ

シ

：
ダ

ー

を

英

國

の

王

位 

♦

は

網

に

新

敎

で

圓

ま

つ

て

居

る

英

國

に

奮

.敎

を

復

游

さ

せ

や

ぅ

ご

目

論

兄

.て

居

た

，
黨

K

で

. 

ぁ
る
。
所

が

1

七

I

四

年

女

王

.ア

シ

の

崩

御

ざ

典

に

先

年

の

踐

能

A

p
に

依

て

ク
ノ

 

I

グ
‘ァ

r

,

か 

ら

ジ

@

ル

ジ

1

世

が

迎

立

せ

&

れ
、

1

代

の

大

政

治

家

.u
.

バ

.
.
.
.

ト
，ヲ

ル

ポ

I

V

が

ボ

イ

タ

グ

M

の

1

味

を

薪

ひ

て

內

閣

制

度

の

基

礎

を

確

立

し

た

の

で

、ホ

イ

タ

グ

黨

の

勢

は

益

、

®

 

★

に
赴

い
た

。
，
-
- 

.

.

.

シ

.ル
シ
ミ

^

は
ジ
ョ
ル
ジ

.！

世
同
二
世
の
治
世
の
間
に
痛

V
-

主
，權
が
國
會
の
爲
め
灘 

食
せ
ら
れ
た
の
を
慨
し
て
、之
を
恢

f
f
iせ
む
こ
す
を
企
て
た
が
、之
を
遂
ぐ
る
に
は
、

®

勢
な
‘る 

ホ
イ
ッ
グ
黨

.
©熟
權
を
挫
く
に
狂
ら
ご
考
：へた
。然
し
最
初
は
ト

I

ジ

イ

黨

と

ホ

イ

タ

グ
黨
ビ 

を
以
て
聯
立
内
閣
を
組
織
せ
し
め
、斯

く

て
漸
次
に

.ホ
イ
タ
グ
黨
の
分
子
を
內
閣
か

&

遂
ふ
た
。
 

國

王

は

此

の

如

く

し

て

I

ジ
イ
黨
を

®

引
し
て
ホ
：
.イ
ッ
ダ
：

’黨

^

抑

へ

た
：け
れ

.と
も
、此
の
雨 

黨
が
動
も
す
れ
ば
提
携
し
て
國
主
に
，

®

對
の

.

.態
度
を
取
る
の
で

.、今
度
は
自
ら
は
ホ

.テ

1

ト
ビ 

t
.

ト
ン
の
逾
食
に
甘
む
じ

®

む
に
黄
白
を
散
；

^
て
御
用
離
貫

(King^s 

f
r
i
e
n
d
s
)

を
廣
造
じ
、2^'I

^

を
レ
て
兩
大
黨

.の
傘

'制
を
行

&

せ
：た
。然

る
：
に
：ホ
イ
タ
グ
黨

が
、殖
民

.：
地

の

：
人

民
k

參
政
權
を 

與

へ

す
し

て
、之
に
税
に
か

>
9課
す

る

の

^
^
不

當で

あ

る
>
し
.諫

め
ね
に
も
拘
は

&

や

、ジ

«
ル
ジ 

ニ！世
は
印
紙
耽
の
賦
課
か
ら
引
い
，て
、来
國
殖
民
地

W

戦
端
を
開
い
た

が
、結
果
は
合
激
國
す

！

11 

州
め
®
立
を
承
認
す

る

の

餘
儀
な
き
に
立

至

ウ

だ
。仍
で
ホ
イ

ジ

グ

黨
は
、權
力
を
囘
復
し
、同
黨 

の

J
1

ダ
キ
ン

ダ

ム
卿
は
ホ
イ
タ
グ
黨
ビ

？

^
黨

W

 

S
'

聯
金
内
閣
を
組
織
し
た
が
.、

一

七

八

ニ

^
^
^
同 

卿
死
去
の
爲
、其
の
內
閲
も
短
命
で
終
を
告
げ
た
。

少

タ

ト

は

元

*

ホ
イ
タ
グ
黨
の
チ
ャ

.ク
ム
伯
を
父
ざ
し
、自
由
主
義
の
政
治
家

V
J

し
て
敎 

育
せ
ら
れ

.た
人
で
わ
る
國
會
に
入
ウ
て
も
ノ
ー

卿
の
政
策
に
反
對
し
、

P

ッ
キ
ン
ガ
ム
內
閣 

に
同
情
を
有
つ
て
居
れ
の
で
お
る
か
ら
、順
當
に
行
け
ぱ
ホ
イ
タ
、グ
黨
に
入
ジ
て
其
好
敵
手
ツ 

ォ
ッ
ク
ス
ビ
提
攀
し
て
自
由
主
義
の
爲
め
に
盡
摩
す
可
き
で
あ
つ
れ
。所
が
運
命
の
神
は
，.此
の
雨 

雄

.
じ̂
て
互
に
反
對
の
黨
派
に
入
ら
し
め
、朝
膝
に
別
れ
て
相
银
は
し
め
れ
。最
初

P

ッ
キ
ン
ガ 

ム
內
開
が
ピ

ダ

ト
を
適
し
て
、次

ぎ

の

セ

ル

]

ン
內
閣
が
當
時
二

.十

四

歳

の

青

.
^
に

大

藏

大
 

KH,

め
重
職
を
當
て
れ
の

.が
"g

 

*
独
が
ト

1

ジ
イ
黨
の
政
治
家

'

5eJ

な

？V

れ
因
緣
で
あ
る
。然
し
ピ
タ 

.ト

.は

デ

g
ダ

ジ.

H

世
：に
仕
へ

1-V

も
決
し
：
.て
生
の
爽
制
主
義
：

は
：商
情
し
：な
か
タ
ね
の
で
あ

.

0
。

想

九

愈

(

セ
！l

i

輸

0

英
國
政
獄
政
招
の
變
局 

翁

七

馈

S
H

li



I

1
:;i

I
I
■I

N
F
,
h
H

RK
N
I

. <II
I

.
第
九
.盤

.(

セ
4
八)J

偷
：

說
族
國
被
職
政
治
の
：#T

 

■
 

0
0
^
- 

I
 

-
.
.

然
る
に
パ

X

テ
ィ
：グ
陷
落
の
'報
を
獲
て

r

世
界
歷
史
上
.未
だ
會
て
有

&

:

,

.ざ

.る，
，

最
大
最
善
の
出
來

V

事
！

」

ご
ク
オ
タ
ク
ス
の

.絕
賊
し
ね
侧
國
大
舉
命
は

,其
後
盤
ゾ
邪

®
.に
陷

.つ
て
®
虐
政
治
の
大 

慘
劇
を
演
じ
、佛
國
革
命
黨
の
評
判
は
頓
に
炎

®

し
た
。隨
つ
て
、英
國
に
於
て

も

自
ぬ
主
義
に
對 

す
シ
反
動
の
風
溯
が
織
，

起
つ
て
、折
角
に
，復
活
し
か

S

ウ4
^
.

ホ
.
ィ
ク
グ
黨
は
爾
後
第

】

囘 

前
ま
で
養
菲
不
振
の
道
糖
に
陷
ウ
た
の
で
ぁ
る
：。ピ
タ
ト
は
英
國
が
傘
破
翁
ご

'
 

國
家
の
前
途
を
案
じ
つ
、
悶
死
し
ね
の
で
、前
述
の
如
く
ジ
目
ル
ジ

H

歡
は 

ク
グ
黨
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
を
し
て
各
黨
各
倾
か

&

撰
揮
し
た
人
才

f
t圓
を
組
織
せ 

當
時
擧
國

】

政
し
て
拿
破
翁
の
侵
略
主
義
に
敵
對
し
れ
の
は
、今
罔
ま

®

統

1 

の
兩
大
黨
が
聯
合
內
閣
を
組
織
し
て
辜
國

1
致
、鯽
逸
に
當
つ
ね
の

.ビ
餘
程
事
情
.が
相
似
て
居 

る
。ス
ォ
ッ
ク
ス
も
其
後
間
も
な
く
ピ
タ
ト
の
後
を
趁
ふ
て
死
去
し
た
の
で
、此
の
人
才
內
閣
も
鯽 

て
颇
覆
し
、爾
後
拿
破
翁
戰
報
の
終
結
ご
共
に
産
.業
革
命
の
復
興
し
て
民
主
主
義
の
盛
む
に
な 

る
迄
、ト
ー
ジ
イ
黨
勢
力
は
常
に
鎭
勢
を
占
め

‘て
居
た
。

選
取
法
通
過
の 

の

戦

中

、痛

く 

な
ら
す
も
ホ
ィ 

し
め
た
。英
國
が

m

8

,
以
上
の
如
く
ホ
ィ
ダ
グ
黨
ご
ト
ー
リ
ィ
，黛

V
J

が
、或
時
は
對
臉
し
、或
時
は
鎭
三
鐵
ビ

K

に
合 

縦
連
衡
し
て
相
银
ゥ
て
來
た
け
れ

.と
、是
等
兩
大
政
一
驚

e

も
何
れ

.も

貴

族

I
I

派
に

1$
^

れ
た
も 

の
で
、ト
ー

ジ
ィ
黨
が
絕
對
に

.國
王
に
柔
順
で
な
か
つ
：ね
如
ぐ
、ホ
ィ

 

> 
グ
黨
も
決
し
て
眞

H
な 

る
人
民
の
代
表
者
で
は
な
か
つ
た
。英
國
の
近
世
的
政
戴
の
起
源
は
實
に

.

】

八
！ニ
ニ
年
の
第

1 

次

®

擧
法
改
正
案
に
始
ま
つ
た
マ

J

云
ふ
可
き
で
わ
る
。此
頃
か

&

自
由
黨
ビ

W

し
來
ウ
た
ホ
ィ
タ 

グ
戴
の
ホ
に
は
、該
改
正
法
に
滿

.足
せ
や
し
て
、其
上

1

曆
の
改
正
を
期
待
し
た
過
激
派

(Radicals) 

の

1

.派
を
生
，す
る
に
至
つ
^̂
。是
れ
も
此
頃
か
ら
保
守
黨
ご

，
®
し
来
つ
た

，1

方
ト

I

ジ
ィ
黨
の 

方
で
も
稍

I

似
通
つ
れ
變
化
が
起
つ
て
、比
較
的
進
步
思
想
を
抱
い
た
サ

1

&
パ

I

ト
.ピ

I
ダ 

の

1

派
は

*
 
く
純
ト
；
ジ
ィ
子
か
ら
分
製
せ
む
ご
す
る
傾
向
が
兄
へ
て
來
た
。館

】

次
選
辦 

法
ご
第
ニ
次
選
舉
法

(
.
1

八
六
七
年

)

ご
を
隔
つ
る
三
十
餘
年
の
間
、自
由
保
守
の
兩
黨
の
®
割
は 

多
少
明

®

を
欠
い
た
時
期
で
ぁ
ゥ
た
。穀
物
法
廢
±
案
の
通
過
ご
共
に
ピ
ー
ル

1

派
は
遂
に
保 

守
黨
か
ら
分
裂
し
て
數
年
間
獨
立
の
地
位
を
守
つ
た
後

*結
局
自
由
黨

r
E

に
吸
收
せ
ら
れ
て
了 

つ
た
。バ

I

V
ル
グ
ト
ン
卿
全
盛
の
間
に
も
、外
カ
乂
上
に
は
進
步
自
由
主
義
で
も
內
政
上
に
は
選 

®

權
擴
張
に
反
對
し
カ
彼
の
政
策
に
反
働
し
て
屈
た
過
激
派

5
^

子
は
常
に
戴
の
分
裂
を
翁
か

:

ま

！
^
- (

-
ニ̂
九)

.输

0 

‘英國
政M

政
.ね
の
.鐵
局 

.館

や

號

§



5
'■I
>1

i

I , : ，'

i

け，".'’ミ

路
九
卷
、

(

S

1

2
 f

眺
典
國
政
纖
政
ま
纖
局

 

稱

七

雄

3
力
 

レ
て

0

I 

x
y 

^

ト
ン
の
死
後
自
：由
黨
は
ピ

i
 

^
J

C
共

保

守

黨

‘か
&

分
れ
て
來
た
グ 

ラ
ッ
ド
ヌ

i

ン

首

倾

の

下

漸

く

分

，毅
の
不
幸
を
免
れ
れ

"所
が

.グ
：ラ
タ
ド
，ふ

.

.ト
ン

e

時
を
同 

じ

*プ
し
て
保
守
黨
の
侧
に

'も
.希
世
の
大
政
治
家
デ

^

レ
ジ
ィ
が
現
は
：れ

4:̂
。

彼

，は

努

め

て

保

守
 

黛
を
ぱ
竊
育

」

し、敏
捷
も
反
對
黨
の
政
策
を
奪
っ
て
、遂
に
第

1,1

次

©
,

選
.舉
法
改
正
案
を
通
過 

せ
し
め
た
。1

A

七

0

年
以
後
愛
蘭
國
民
黨
の
勃
興
ざ
共
に
、英
國
の
政
黨
界
は

1

層
複
雜
に
な 

っ
て
来
れ
ニ

八
八

五
年
グ
ラ
ダ
ド
ク
ト
ン
が
第
！'次
愛
蘭
自
治
案
を
國
會

K
提
出
し
お
の
で
、
 

狼
の
片
腕
ビ
云
は
れ
て
居
た
ジ
ョ
セ
ク

•チ
チ
ー
ム

A

レ
シ

.
1

派
は
之
に
皮
對
し
て
別
に
ジ
ベ 

ラ
ル

.
ユ

n

ォ

"一

ス
ト
黨
を
作
う
て
自
由
黨
か

&

分
製
し
た
の
は
、好
ぐ
ピ
ー
ル

’f

派
が
保
守
黨 

か
ら

'分
製
し
ね
の
ビ
激
授
を

】

に
し
て
届
る

/

ベ
ラ
ル

•
ユ4

オ

~モ
ス
ト
黨
は
久
し
く

 

守
黨 

の
別
働
隊
ど
し
て
同
黨
ご
進
退
を
共
に
し
て
居
力
の
で
^
る

 

'が
、現
令
ぱ
兩
黨
'合
體
し
て
單
に 

航

J
.

黨
ざ
稱
し
て
居
る
。然
し
雨
分
子
が
来
だ
渾
然
融
和
し
て
居
な
い
こ
ど
は
，

j

九

.
j
1

.年

4/ 

ル
ク
ォ
ー

-

ァ
僻

J
i
i

の
後
、其
首
領
の
榮
寇
が

ダ

ベ
ラ
ル
，
’-ユ*

1
オ

"i! 

^

.ト
派

.の
，方

]

^
チ
ン
♦チ 

1
.
.
 ̂"ぐ

レ

ン
ビ

.舊

保

守

派

め

タ

.
1ゎ

シ

グ

の

，何

れ

に

も落

：み

す

、'此

の

兩

人K

比

し

ヤ
は
、
 

後

，進

な

る

ボ

ナ.
ロ 

I

の
竿

K

歸
し
カ
事
情
に
徵
し
て
も
明
か
で

あ
る
吳
れ
か
ら
勢
働
雙

.の
勤

與
ビ
、保
守
黨
内
に

‘關
就
改
革

•論
を
主
張
す

-
 ̂H

滅
が

.生
：を
た

.の

^
<
^
.
:

で
.、近：年
英
國
政
黨
の
野
，

 

.は
餘

"
複
雜
に
赴
い
て
来
た
。

 

‘

以
上
は
英
國 

め
で
於
る
が
、此 

ダ

I t
v

キ
シ
♦メ 

に
於
て
述
ベ
て 

t

居

た

n

即 

主
義
を
極
端
に 

然
も
適
當
な
る

五

の
兩
大
政
黨
後
達
の

®

來
を
略
叙
し

.

.て
略

i

其
：.の
要
を
得
た
も

の

ビ
信
す
る 

の
藤
史
的

H

大
政
黨
の

相

異
を
兄
？

^
に
了
解
す
る

ざ

は
々
困
難
：
で

あ
る
。
 

1

は
其
赛
國
憲
法
史

Koonstitutional 

Histoiy 

of 

E
n
g
k
n
d

 J
^

の
政
黨
.に
關
す
る
章 

日

-
>吳
國
人
が
屬
す
る

.一
1

大
政
黨
は
失
れ

—

政
治
.の
概
本
ま
義
を
代
表
し 

ち

i

方

は

國
權

を
、他
，
方
は
人
民

.の
權
利
及
び
特

f

代
表

し
て
居
，た
。前
卷
の 

行
へ
ぱ
事
制
主
義
に
倾
可
く
、後
者
の
，夹
れ
は
共
和
政
治
に
陥
る
で
あ

&
ぅ
•
 

範
圓
ほ
に
制
限
す
れ
ぱ
、兩
生
義
ざ
も
に
平
衡
し
た
る
憲
法
.の
安
全
な
る
運
用 

可
か
ら
ざ
る
お
の
で
あ
る

♦
g

れ
の
黨
に
て
も
、本
.來
め
大

'
.ホ；鶴
を
，慈
れ
て
劣
悪

に
採
ク
•て
缺
ぐ

な
る
目
的
を
越

i
 

き

は

、每

に

，朋

黨

.に

墮

落

し

 

'た
の
で

#

ジ％

ざ
。上
述
：の
®
史
に
照
ら
し 

て
も
明
白
で
あ
る
如
く

'廣

，桃

な

る

槪

論

マ

J

し
て
メ
 

I
‘の
此
の
楚
雜
は
奥
理
た
る
を
失
は
な
い 

餓
九
卷

(

七11

ニ)

输

脱
典
國
欧
政
諷
格
の

雄局 

策
七
號 

ぢ
み

ず'

1

I
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.J li

1

ぃ
h

 

パ

ば

『

h

n

■：i|
■!l
III
II

，♦
九

想

(

七
！
I

V
 
脑
飢
莱
國
政
讓
器
の
變
局
ゾ 

：

第

森

H
-
.

れ
ど
然
も

.或
る
ダ
へ
，

&

れ

た

る

時

代

之

を

適

用

：す

る

こ
ご
は

困
難

.で
▲

る
。夫

れ

P
ら

マ
 

 ̂

I
 

V

1は
义
國
の

一
L

大
政
黨
を
鹿
の
前
足
ご
後
足

.に

.譬
へ
て
、兩

方

も

缺

く

可

か

ら

す

、前 

足
の

C

 

所
に
は
後
足
も
蛇
度
到
遂
し
て
居
る
ビ

||,̂
ウ
た
。」

寸
面
白
い
比

®

で
は
わ
る

ゾ
、人 

®

社
會
の
進
步
が
扼
の
，.驅

パ

る

が

如

ズ

每

時

一

方
に
ぱ
か
ゎ
向
ふ

も

の

ご
' す

れ

ぜ

、W
 
R
結

# 

で

あ

る

-
.
れ

と

事
の
實
際
に
於
て
必
す

し
も
お
ぅ
规
則
！

^
し
く
行
く
も
の
で
な

い
。然
し
强
て 

兩
大
政
黨
の
生
義
政
綱
を

K

別

す
れ
ば

*多
少
其

間
に
相

‘違
が

認
め
ら
れ
な
い
で
も
な
い
。

第

J

自
由
戴
は
政
治
上
、經
濟
上
、宗

敎

b
.及
び
其
他
の
間
題
に
關
し
、英
國
人
の

0

治
.自
め
を 

尊

®

し
之
が

#

®
 

S

す
る
も
の

.
で
、殊

S

働
者
階
級
に
對
す
る
同
情
が
深
く
、榮
働
黨

S

 

張
を
：I

各
れ
て
糖
々
下
級

®

會
の
爲
め

k

施
設
す
る
こ
ど
を

.努
め
て
居
る

0宗
敎
上
で
は
非
國
敎 

徒
の
主
張
を
ま
持
し
外
变
に
關
し
て
は
平
和
主
義
を
採
も
、財
政
策
は
聚
縮
を
旨

ビ
し
て
居
る

を

れ
ど

®

伊
の
賦
課
は
貧
民
に
輕
く
當
人
に
重
く
す
る
方
針
ヤ
あ
る
。現
自
由
黨
內
閣
.は
前
記 

の
理
想
を
着
々
實
瑰
し
つ

〜

あ
る
の
で
あ
る

.が
、旣

S

會
を
通
織
し
て
實
施
中
の
勞
働

5

 

老
年

金
：？：i

國
民
保

.際

法

、店

傭

法

等

の

外

、今

後

實

，施

さ

る

：
可

き

愛

蘭

自

治

法

、义

ェ

|

>

ヌ

國

敎 

廢
格
屈
及
ぼ
重
複
投
票
廢
此
柱
等
は

.其
の
®
著
な
る
攻
驚
で
あ
る

。
.

.

.

M
H
H
E
8
H

■
次
に
統

1

黨(

保
守
黨
ご
リ
ペ
ラ
グ
ユ

.n

ォ
ユ
ヌ 

の
惯
例
に
置
き
て
.新
奇
の

改
革
，
を
嫩
し
、宗

敎

5̂

國 

譲
し
、
大
英
本
國
及
び
愛
蘭
ご
英
領
各
殖
民
地
.を
の 

て
英
带
國
全
般
の

.繁
榮
を
彻
し
、悔
軍
力
を
光
賞
し 

る
政
策
で
わ
る
が

"

g

學

a
 

f
f
i
に
有
效
な
る
宗
敎
敎 

境
過
を
改

&

す
る
等
の
事
も
、其
の
.閑
却
す
そ
所
で 

斯
く
兩
々
對
照
し
て
見
る

W
、

兩
黨
の
政
綱
に
は 

と
、暴
竟
其
の
相
異
だ
る
や
質
の
相 

で

P
る
。
第

】

、自
ギ
黨
は
保
守
黨
に 

し
、眞
正
な
る
勞
働
卷
の
除
方
な

&

其
他
參
數
人
民
の
幸
福
を
播
進
す 

れ 

<
統

1

黨
の
方
で
も
決

P

て
下 

中
に
は
綺

1

黨
は
上
院
に
多
數
を 

を
改
良
す
る
立
法
が
敏
速
に
：出

*

ポ

九

磁

(

七
i
l)

諭

説

ト
黨

の

合

體

；じ

：れ

义.か
.；の
>は

重

き

を

從

.来 

權
を
重
む
じ
て
英
國
敎
會
及
び
皇
帝
を
擁 

統

1

聯
衡
を
計

b
、又
關
耽
■
度
を
改
革
し 

て
.國
防
を
，完
俯
せ
む
ご
す
る
，等
其
の
重
な 

育
を
施
し
、社
會
上
の
施
設
に
依
て
貧
民
の 

な
' い
や
ぅ
で
あ
る

較
着
な
る

.相
，異
が

,

Q

る
や
ぅ
で
わ
る
け
れ 

5
,は
*寧
ろ
程
度
の
相
異
ビ

2̂

る
方
が
穩
當 

.ホ
ク
.
ラ
一
グ
ィ
タ
ク
で
、

1

層
人
民
の
信

f
f
iを有 

ビ
聲
言
し
、實
際
選
擧
法
の
改
や
、救
貧
法
、刑
法
の
改
や
、
 

る
民
主
的
の
立

.法
は
多
く
自
由
黨
の
手
に
成
つ
て
居
る
◊け 

級
民
の
，幸
福
を
蔑
視
し
す
居
义
譯
で

.

.は
な
い
。否
勢
働
激
の 

制
し
て
居
る
か
ら
同
黨
に
投
票
し
た
方
が
#

働
者
の
狀
：德 

る
ざ

云
ウ

v̂

 .

居
た
者
も
：少
な
く
ダ

.い
。現

絲

，1

黨

©
，方
ザ

爽
國
政
激
政
精
の
鍵
肩 

弥
七
號 

H九

比 異  

しビ 
て 云  

は

層 む  
デ よ



fl

第
九
海
.

r

七
三
s
 

^

說
爽
國
欧
織
政
ぎ
變
局 

第
セ
號

も
、貧

R

に
淸
激
な
る
貸
長
屋
を
供
給
す
：る

^

か
、
：IT 
I

ル
；ホ

I

ル

デ

ィV

ダ
の
制
度
を

立
ウ 

る

ビ
か
、種

々

下

級

民

に

對

ず

る

施

設

を

其

政

策

ホ

網

羅

し

て

、自
由
：黨
、ご

S
S
#

し
て
居
る
。又 

.統

! 
M

は

1

層
保
守
的
で

»
 

&
的

に

稍

續

し

た

る

制

度

を

容

為

に

：
破

，填

し

な

い

ビ

云

ふ
。.？？

言 

に
は
多
く
の
眞
理
を

4
2

む
で
居
る
け
れ
と
、稍

I
將
張
の
嫌
ひ
が
な
い
で
も
な
い
ご
云
ふ
の
は
、
 

】

，向

.成
行
に
任
せ
浪
浦
に
溜
滞
を
重
ね
、複
雑
に
複
雜
し
て
居
た
古
#
の
地
方
制
皮
に
大
改
港 

を
力
へ
て

1

八
八
八
年
の
所
謂
州
議
會
法

(
G
o
l
m
t
y

 

Councils, 

A
c
t
)

を

w

定
し
て
之
を
资
單 

に
.統

1

し
た
の
は
保
守
戴
で
わ
つ
た

。
K
 .1:

八
七

H

年

か
，，

 ̂

八
七
五
、六
银
に

S

つ
て
，是
れ

も
 

藤
お
：
^

に
存
纖
し
來
つ
た

®

で
、多
岐
多
樣
范
と
統

I

す
る
所
を
知
ら
な

.か
ジ
ね
戴
例
制
度
.じ 

大
、
戴
を
下
し
て
之
を

®

理
し
化
の
も
保
守
黨
政
府
で
ぁ
ろ
ね
，で
は
な
い
か
。又
自
ま
黨
は
外 

交
上
平
利
を
重
む
じ
、财
政
上
に
は
聚
縮
を
毕
ビ
す
る
ぱ
云
ふ
け
れ

A
/
保

守

黨

政

货

す

し

も
 

^

外
硬
ビ

'
は
限
ら
な
い
が
如
く
、自

S

黨
に
も

*ル
I

マ
ダ 

> 
ト

ン
の
や
ぅ
な
他
國
に
身
し
て
資 

離
政
策
を
採
ゥ
た
外
務
大
臣
を
出
し
て
居
る
。併
し
下
じ
說
明
す
る
如
く
、近
来
英
國
で
は
外
し
な 

問
題
を
非
黨
振
問
題
ど
し
て
収
极
ふ

®

行
が
出
来
て
來
た
か

6
,内
閣

.
©爽
迭
侮
に
ダ
ク
ン

<4 

ン
ク
得
の
調
子
か

®

ぐ
な
ウ
た

-

4?\軟

.く
な
ウ
た

•ル

す

？

ビ
，
思

ふ

め

は' 大

變

な 

一

B

想

モ

あ

.

.
る

財
政
の
緊
縮
を
主

f

す
る
ビ
云
つ
た
所
が
，近
来
の
樓
に
國
毅
が
急
激
に
膨
服
し
て
来
て
は
、

W 

黨

政

策

の

相

進

は

 >

 

コ
I
.レ：
1

0
所
謂
る
服
の

.前
足
：W

後
足

.の
：
相

連

：に

嚴

ぎ

な

い

。失

れ
 

か
ら
雨
黨
の
主
張
の
最
も
著
し
く
軒
路
し
て
居
る
の
は
：、愛
蘭
自
治
間
週
で
，

^
ら
う
。
®

守
黨
が

.
 

爱
蘭
の
自
治
に
反
對
す
る
面
め
理
由
の
第
：

1

は
帝
國
の
分
裂
を
招
ぐ
を

®

る
、
に
®
る
け 

れ
と
他
の
理
由
は
タ
フ
タ
ン
國
民
識
會
が
出
來
れ
ぱ
、他
の
三
州
か
ら

.
f
f
i
迫
せ
ら
る

、

V
J

云
.
 

ふ
新
敎
徒
の
多
數
な
る
ク
ン
グ
タ
ー
州
が
、絲

J

熟の重もなる报據地ヤるか

S

で

,

Q

る
。
 

ま
由
黨
が
此
の
政
策
を
支
持
す
る
の
は
、地

.方
の
自
治
鯽
立
を
尊
重
す
る
甚
の
，政
綱
に
據
る
こ 

ざ
勿
論
で
ぁ
る
け
れ

A
Z

 I

つ
は
愛
蘭
國
民
黨
の
後
援
に
依
つ
て
、®
由
黨
の
他
の
政
策
を
遂
行 

し
や
う
？

^
云
ふ
黨
略

R

出
セ
お
の
で
あ
る
。自
由
黨
の
中
に

'は

愛

蘭

の

.、
自

治

を

好

ま

な

い

分
.：

子 

は
少
な
く
な
い
の
み
な
ら
す
、統

1

黨
ビ
均
し
く
，带
國
主
義
の
見
地
か
ら
し
て
、秘
か
に
愛
蘭
が 

英
帝
國
か
ら
办
裂
す
る
こ
ご
を
發
慮
し
て
居
る
向
も
お
る
。然
し
愛
蘭
び
自
治
法
は
旣
に
國
督 

を
通
過
し
て
皇
帝
の
裁

.可

を

得

ね

.
上

か

ら

は

、今

は

哺

，だ

實

施
：.

の
間
題
ご
な
ら
、て
居
る
か
ら
戦 

绩

'終
結
後
は
最
早
内
狐
を

10^

な
ね
ヤ
、此
：の
牆
案

も

.

落

着

る

で

.ぐ
ら
う
，と
厭
ふ

。

J
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l
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0

典
國
政
職
欧
清
の
織
局 

歡
七
號
.
，

四
ニ

今

§
；

の
大
戦
爭
が
終
結
を
吿
げ

.て
、自

®
、統

T

雨
黨

.が
復
ね
び
朝
野
に

i

分
れ
す
鶴
を
削
る
可 

さ
令
後

G
v

大
問
题
は
內
政

.上
の
問
網
ょ

P

も
、寧
ろ
帝
.國
主
義
の
遂
行
即
ち
英
帝
國
艇
織
に
關 

す
る
間

®
 

に
伴
隨
す
る
關
桃
改
革
論
で
ら
ぅ
ご
思
ふ
。免
年
の
南
阿
.戦爭
の
際
カ
メ

 
.，グ 

パ
ン
ナ
マ
ン

‘
を
首
領
ど
せ
る
自

f
t

.

戴
の

，1

派
は
、綺

1

黨

政

府

が

、
叢

.爾

お

る

ト

ラ

ン

ズ

パ

ー

ル 

を
併
存
せ
む
が
爲
ニ

一

十
落
の
，大

兵
5
0

約

一
1

十

.億
圓
の
國
財
を
犧
牲
：ご
す
る
..の
侵
略
政
策
を
非 

難
し
た
の
で
、自
由
黨
は
ジ
タ
ト

' 

イ
ン
グ
ラ
ン
ダ

I

で
わ
る
ご
の
攻

®

を
受
け
れ
け
れ

.と
、自 

由
黨
ご
雖
も
決
し
て
帝
國
統

一

の
急
務
を
認
め
な
い
譯
で
は
な
い

◊今
日
の
宰
相
ア
？̂ク

ィ
ス 

は
當
時

*ハ
ン
ナ

K

ン

J

派
ご
意
見
を
異
に
し

*

V

 

I

プ
ぺ
.リイ

卿

等
ビ
ジ
ベ
ラ
ル
.リ

I

グ
を
組 

織
し
、所

謂

ジ

ベ

ラ

グ
イ
ン
ぺ
ジ
ア
リ
ス
ト
の
旗
織
：を
*
へ
し
て
保
守
戴
政
府
を
援
助
し
た
の 

は
、鲍
も
今
度
の
大

B

報
に

.統

.

黨̂
が
野
‘に
在
つ

て

自
由
黨
政
庶
を
聲
援
し
た

.の
ご
、其
檢
を
ブ 

に
し
て
居
た
。聰
だ
統

f

戴
は
其
：の
政
綱
に
も
標
榜
し
て
居
る
通
ム
、帝
國
主

.義
を
主
張
す
る

こ 

ご
自

.由
黛
に
比
し

I

層
.熟
心

I

つ：
て
、英
本
國
ご
殖
民
地

.間
に

.
特
惠
關
桃
の
制

'廣
を
設
け
.、經
 

游
的
に
帝
國
各
部
の
述
鎭
を
驚
圓
な
ら
し
め
む
こ
：

^

を
.斯
し
て
居
る
。統

T

黨
の

.

.帘
國
主

.義

.に 

對
す
る
注
張
は

1

九

】

ニ
年
初
グ

ラ
メ 

n

1

に
於
け

'
.る
同
黛
の
首

®
.ボ

ナ

の

演

說

の

！

節
に

.最

も

ょ

く

現

ぱ

'れ

，て
，，居

る
m

-

- 

' 

V
-
.
1

ふ

.

.
 

r

尙
全
寒
國

.を
聯
衡
し
名
實
共
，に
之
を
統

】

せ

る

國

民

す

.へ
：ぎ
は
正
に
帝
國
根
本
の
國 

是
化
る
可
く
咋
今
に
，於
け
る
海

®

の
危
機

.は
帘

.國
を
構
成
す
る

.諧

國

ぺ

を

し

てa

に
利
害
接 

觸
を
感
せ
し
む
る
の
效
果
々
し
：ビ
雖
も
此
を
以
て
國
家
統

.
1

上
永
遠
の

®

礎
ご
な
す
こ

.
 

ビ
能
は
す
英
本

-
H

及
殖
民
地
を
眞
實
な
る
聯
邦
組
織
の
下
；̂
述
結
し
各
其
の
人
口
め
數 

應
じ
命
國
の
發
展
に
贯
献
せ
し
め
是
を
綺
治
す
る
の
光
榮
.に
分
與
せ
し
む
る
に
非
す
む
ぱ 

到
底
如
上

‘の
目
的
を
貫
徹
す
る
こ
ざ
能
は
ざ
る
な

&

云

々
j.(

外
務
省
編
寒
各
國
之
政
黨

J)

.

自
由
黨
の
方
で
は
、關
桃
制
度
を
改
革
し
、英
本
國
ご
各
，

*

度
地
間
：に

特

惠

關

能

.

(preferstiar 

tariffv

を
設
け
て
其
間
の
述
衡
を
針
ら
ぅ
ビ
云
ふ
統

1

 

'黨
.の
政

®

は
、英
本
國
內
於
け
る
食
糧 

品
の
價
格
を
高
め
て
ホ
流
隙
級
以
下
殊
に
發
働

.社
會

'の
生
得
を
織
々
困
難

.な
ら
し
め
、

一

方
勞 

銀
の
騰
貴
は
工
業

n
i

の

®

格
の
騰
貴
を
促
し
其
の
輸
出
を
困
離
な
ら
し
む
る

'虞
れ

ゎ

メ

ビ

て 

熟

V
iに
此

®

に
於
て
反
對
し
て
居
る
。關
桃
制
度
改
革
は
統

I

霞
：の
中
に
も
隨
分
反
對
論
者 

が
少
な
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、世
界
を
通
じ
て
自
ホ
贸
易

.主
義
を
藥
守
し
：：て
居
る
國
は
♦

日 

船
と
之
な
き
に
拘

は

ら

t

俯
く
迄

も

此
の
主
義
の
利

t
i

を
確
信
，し
て
居
る
英
國
民
の
多
數
が

站
九
® 

(

七111

七)

餘

0

英
國
欧
跡
政
箱
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變
简 

第
，七
號
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0

英
國
譲
政
箱
の

f

 

'培

七

魏

, 

關
税
改
革
に

.養

成

る

の

旧

は

"近
い
將
‘来
に
來
や

 

> ラ
^

は

：思

は

：れ

な

い

。ま

ら

帝

國

淹

I

 

に

，對

す

る
S

由
黨
の
政
策
は
關
觸
改
激
'ざ

1

ポ
ふ
や

.>ひ
'な

經

潜

的

：
で
：
な
：
ズ

し

て

、寧

ろ

政

治

的

手
 

段
に
依
ら
む
さ
す
る
も
の

 

> 

や
’ぅ
で
め

6
.
0
0
に

】

，八

八

七

年

れ.
f
e最
近
に
は

T

九

1
1

年
こ 

百一

ゥ
て
後
五
洞
殖
民
地
政
府
の
宰

.
4
^

を
招
き
て
带
國
會
購

(In3pedal ‘c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

を
開

f
f
iし
 

て
帝
國
絲

1

の
方
策
を
攻
货
し
ぬ
の
で
あ
る
が

V自

由

黨

は

此

；
糖

の

，
手

段

に

依

つ

て

帘

國

，
統

 ̂

間
題
の
解
決
に
努
力
し
て

.居
る
。自
由
黨
政
麻
は
又

1

九

0

九
年
か

6
:は
帝
國
々
防
會
譲

c
c
o
n
,

 

f
e
i
c
e

 

.
S 

Imperial 

D
e
f
e
n
c
e
〕

を
時
々
召
集
し
て
帝
國
全
體
の
國
防
に
關
し
て
攻
诛
を
費
し
、又
英 

本
國

W

殖

K
.地
ご
の
間
に
帝
國

】

片
郷
便
同
盟
を

'作
ウ
て
居
る
。其
：他
；帝
，

.國
，各

.地
：間
の
定

W

航 

海
の
擴
張
ご
か
、海
底
電
線
の
延
長
ビ
か
，、種
々
带
國
絲

J

の
，密
切

.
'を
許
る
方
策
が
採

&

れ
つ
、 

れ
る
の
で
あ
る
。要
す
ぶ

.

帝
國
統

i

に
對
す
る

.自
'由

絲

^
兩
黨
の
生
張
は
程
度
の
相
異
に 

ぎ
な
い

r

今

m

吾
々
英
國
人
は
總
て
帝
國
主
義
者
，で
あ
る

J

ご
：或
る
權
威
卷
が

iH 

て
居
る
が
、是

.

.
 

れ
は
沛
に
至
言
で
あ
る
。今
日

.に
於
て
帝
國
主
義
に
，反
對
の
英
國
人
は
释

&
 
く
一
人
も
あ

&

ざ
.
 

る
可
く
、況
や

♦
.次

2
大̂
戦
爭
に
依
て
想
大
な
る
殖
民
地
及
び
屬
部
等
を
有
ち
な
が
.̂、敵
國
れ 

對
し
て
攻
防
の
不
俯
を
痛
切
に
感
じ
た

今
、後
に
於
て
を

や
。

b»B «?

变 来 與 間  

兩 て へ の 以  

關 ：* : 爲 た 生 ，上 

す 政 に 乃 存 は

大
政 

逸

VJ

么シ
服

A
y
 

ご
グ 

货
，を

國
の
兩
大
政
黨
の
政
綱
及
び
政
策
の

®

も
な
：る
相
異
の
黯
で

P

る
が
、S

近
國
.隙 

绩

翁

t
織
烈
を

加
：：

へ
..來
つ
れ
に
連
れ
て
、英
國
の
#

外
政
策
に
重
大
な
る
變
填

 々

對
外
政
策
が
重
大
を
加
る
ご
共
に
、餘

"
擧
國
！政
外
に
當
る
の

.必
要
が
迫
ウ

て

.
 

大
政
戴
の
跋
爭
の
範
圍
は
大
に
織
縮
せ
ら
に
至
つ

.れ
の
で
わ
る
。

の
魏
爭
の
箱
園
が
制
限
せ
ら
れ
れ

マ
し
云

ふ

の

は
、第

.1、

近
來
英
國
の
政
界
で

は
、外
.
 

間
題
は
、非
黨
派
問
題

；(
n
o
n
,
p
a
r
^

 politics
)
：

ざ

し
て
、
-
?
を̂
取
极
.ふ
自
然
の
默
契
が

W 

i
k

旣
• H

成
立

‘し
ウ
あ
る
事
で
あ
る
。英
國
の
政
黨
史
を
通
觀
す
る
内
閣
の
爽 

外
变
方
針
の
鏡
更
せ
ら
れ

4
^

例
は
每
度
の
沙
汰
で

*

る
。キ
ヤ

ダ

 ̂

X
レ
ィ
ビ
カ
ン 

し

t

リ
オ
ク
ト
敎
授
は
近
薪

X
E
d
g
i
a
n
d

 

since 

W
a
t
e
r
l
o
o
}

に
於
て
力

\

ユ
ン
グ
は
矢 

タ

メ
ル
レ
ィ
の
外
变
政
策
を
踏

®

し
た
に
過
ぎ
な
い
ビ
述

T

て
居
る

r

チ
グ
レ
タ

T

 

ド
？
^
ト
ン
等
は
兆
對
照
の
適
例
で
わ
つ
て
、近
來
は
槪
し
て
保
守
戴
内
閣
は
俊
略
政 

掠
b
、自
ぬ
黨
內
閣
は
平
退
奥
ホ

*
義
を
採

.

C
V
*

つ
れ
の
で
あ
る
。所
が
英
國
は
郝
の
俾
來

歉：九翁
，

‘

九

駒

：

，：跳
：

狭
國
政
黨
政
精
の
'鐵
局

 

敷
：-̂
-

號

：

：
，四

五

.

キ グ 共 黨  

然 に の

m る 黨 兩 ち 躲 英

ラ
iに
h
わ

if.
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0

能
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政

辦
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: 

:
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歉
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の1

ま
0

S

る

孤

立j

政

策

を

棄I
f
;

ざ

る

可

か
6
.ざ

る
程
f

e
 

p

際

間

：の
；
韓

爭

が

：
激

烈

に赴

き

碑

る 

ご
/

に
國
際
生
存
の
根
本
義
た

^0^

外
ま
の
方
針
が
政
播
の
移
.動
ご
共
に
鲍
轉
し
て
定
ま
る
と 

ヒ
な
き
は
、決
し
て
國
家
の
地
位
を
世
界
に
.保
牵
す
る
の
道
に
非
す
ご
の
考
が

普

ね

く
英
國
の 

政
界
を
支
配
し
て
、

W

ヤ
こ
そ

兩

大

政

黨
の
間
に
以
上
の
如
き
獸
契
が

成

立

ち

つ

、
あ

.る
の
で 

?
る
夫
れ
で
近
頃
で
は

苟

ぐ

も

事
の
外
國
に
關
す
る
間

題

ビ

な

る
ご
、脾
黨
政
派
の

®

別
な
く
、
 

舉
國
ニ
政
し
て
之
に
當
る
惯
例
が
確
立
さ
れ
て
來
，た
の
で
お
る
。故
に
外
交
問

®

は

1
.

切
潜
の 

政
府
者
に

】

^

し
て
敢
て
反
對
黨
に
於
て
干
涉
が
ま
し
い
措
置
に
出

.で
な
い
，國
會
は
勿
論

、j 

般
社
會
に
於
て
も
平
生
外
变
問
題
に
注
意
し
て
、當
局
の
處
.置
に
對
し
て
不
滿
を
を
敬
じ 

合
に
は
、適
當
の
方
法
に
依
て
注
意
を
與
へ
、監
視
を
怠
ら
な
い
事
は
.勿

論

で

あ

る
0ク

ィ
ム
ス
は 

保

X
F

激
臭
味
の
新
聞
で
あ
る
か
ら
、豫
ね
て
か
ら
自

t
o黨
政
府
の
內
政
策
に
烈
し
ぐ
反
對
し
て 

居
す
け
れ
と
重
大
な
る
外
变
に
關
す
る
制
.說
を
誉

く

.
場
合
に
は
政

,

の
意
箭
を
梭
か
め

Z 

f
c .
 

でなけれぱ擎を毅&ぬ
ご
ふ

こ
マJ

ヤ

あ

る

。
サ
I
.ユ
ド

ブ

J

ド
•
グ

レ

ィ

も

重★
.
ぶ

る

ル

J

ユ 

巧

題

に

對

し

て

は

反

‘！
^
黨

の

元

老
ラ

ン
ス
ダ
ク
ン
卿
や
パ
ル

ク

オ

ー

ァ

等

に
相
談
し
た
ご

云
，，
 

ふ
こ
ビ
を

.

.開い
て
居
る
。此
の
如

.く

外
交
政
策
を
黨
派
問
題
の
外
に
置
き
或
變
の
爲
め
に

 ̂

H
.

派
問
題

(party politics)

の
外 

し

て

は

、雨
黨
の
識
論
が
動
も

の
外
交
政
策
の
大
綱
を
變
す
る
こ
ざ
の
な
い
黯
は
須
ら
く
他
の
政
黨
政
治
を
行
ふ
國
の
學 

ぶ
可
き
英

®

政
黨
政
治
の
美

.黯
で
あ
る

® 

:

次
；
取
事
の
問
題
妹
に
國
隙
の
第

一

線
た
る
海

®

の
問
題
も
外
变
間
題
と

®

し

く

、
之

：
を

.
戴

に
置
か
う
ビ
す
る
倾
が
大
分
見
へ
て
來
た
。然
し
國
防
問
題
に
圓 

す
れ
ば

1

政
を
.欠

い

て
、往
々
激
烈
な
る
論
#

が
持
上
つ

て
、外
交 

置
に
ブ
任
す
る

ざ

云
ふ
迄
に
は
来
だ

.至
ら
な
い
。陸
取
に
關
し
て 

う
に
徵
，兵
制
度
を
布
か
う
ざ
云
ふ
諷
論
：が
保
守
黨
の
侧
に
大
分
，
 

で

は

地

方

(Territorial 

A
r
m
y
)

を
以
て
國
內
防
禦
の
任
に
當
ら 

關
し

て
も
、自
由
黨
政
府
の
對
獨
造
艦
针
盡
に
對
し
て
、統

' 1

0
の 

し
て

®

*

攻̂
撃
を
加
へ
來
つ
た
の

.で
あ
る
。然
し
何
れ
に
し 

出
所

W

云
ふ
財
政
間
題
に
於
て
行
詰
ま
る
の
で
あ
る
。今
度
の
對 

1

元
帥
の

.

f

f

i

名
を
以
て
し
て
も
陸
堪
の
應
募
者
が
豫
想
通
-
に
 

陸
車
は
大
陸
で
充
分
の

®

動
が
出

.來
な
い
ご
：云
ふ
苦
が
.い
經
驗 

か
ら

、平

和
间
復
後
徵
兵
分
を
布
く
問

®

は
何
れ

.英

國

の

.
朝

野

を

耽
典
國
政
諷
欢
M
の
縫
局 

翁
七
號
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S

七
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.

政
策
の
や
ぅ 

は

故

の

？̂
パ
 

織
む
で
あ
る 

し

め

や

ぅ 

で
は
之
を 

す
る 

戰
爭
に
依 

か
す
、隨
ウ 

得

め

ク

> 

0
0

を 行 m て 側

に
政
府
者
の
措 

1

ト

元
⑩
の
ゃ 

け

れ

，
と

、
ま

由

黨
 

云
ふ
。又
海
®

に 

以
て
不
充
な 

所
は
®
備
養
の

つ
て
、キ
タ
チ
ナ

て
現
に
英
國
の 

♦

る

事
で

-

る̂\

(

七2
!
】

W

論

i
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‘

购

.：脱
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‘英M

屬
政
を
寶

：
.

，.
J 

0
^
0 

,,党

赚
が
す
で
ホ

&

ぅ
.ヒ
‘

思
：は

ち

同

時
.
に

國

你

間

題

、.
^
非

黨

派

問

題

に
,

す

事

も

追
.
々

現

實
f

c
.せ 

&

名

〜

で
-

^

'ら
う

0
.

前

の
で
、ト

つ
た
に/

に
も
雄
べ
，た
如
く
露
國
の
兩
大
.政
黨
は
元
来
何
れ
も
貴
族
黨
か
ら
發
生
し
た
も 

1

ジ
ィ
黨
は
比
較
的
國
に
同
情
多
く
、ホ
ィ

ダ

グ
黨
は
人
民
に
ょ
ら
多
ぐ
接
近
し
来 

M

ぎ

な

い

の

で

ホ

る
，か

&
、他
の
詣
國
の
政
黨
に
多
く
見
受
く
る
如

<
、人
輔
、祭
敎
の
相
違
お
；̂
く 

は
經
胳
上
社
會
上
の
地
位
の

®

別
か
ら
出
來
た
政
黨
間
の

#

操
の
如
く
、其
の
競
ザ
が
極
端
で 

て
深

S

て
な

-

> 

併
ホ
や
佛
蘭
西
に
は
社
會
纖

W

か
無
政
微
黨
ビ
か
父
は
サ
ン
デ
カ
ジ 

ビ
力
云
ふ
や
ぅ
な
革
命
的
の
戴
派
が
存
狂
す
る
の
で
、政
權
の
授
受
も
鬼
角
平
和
の
手
段 

ヤ

行

か

す

し

ク

I

、デ
タ
に
依
る
ぶ
か
、離
命
段
に
跳
る
ご
か
云
ふ
や
う
な
虞
れ
が
わ 

る
傘

®

翁

H

世
は

「

倘
蘭

®
 

R
は

苹

命

は

起

れ

と

も

革

は

行

は

れ

'な
い

j

ご
云
つ

て

居
る
が
、是 

れ
は
タ
言
セ
あ
る
。乃
ち
働
國
の
如
く

 P

爭
の
激
烈
な
深
則
な
所
で
は
國
家
成
立
の
要
素
た
る 

報
本
原
理

.

成̂
文
雜
法
；
明
記
し
ズ

.
® く
必
要
あ
る

.所
以
で
あ
る
。ダ

ィ

シ

ィ

敎

，受

が

云

つ
C

居

る
ゃ

ぅ

に
、®

ネ

な

ネ

：
主

藤

の

相

遂

が,

Q

 

.ウ

て

、始L

め

て

黨

派

が

分

れ

：ね.ぱ

な

ら

ぬ

の

で

，̂

る 

力
其
の
相
連
は

根

本

的

れ

0
て

は
な
ら
な
い
。如
何
な
る
事
柯
が
辨
本

‘的
即

ち

革
命
的

P

 

 ̂

る
'ご
云
ふ
や
ぅ
に
自
明
の
境
界
線
が
元
来
る
嘗
は
な
い
の
で

6

る
か
ら
、立
法
部
の
權
能
を 

制
'限
す
る
お
文
憲
法
の
利
織
は
郎
ち
此
點
に
存
す
る

‘の
で
ぁ
る
。两
ざ
な
れ
ぱ
此
等
め
®
充
露 

法
に
依
て
此
跡
の
境
界
線
を
劍
す
る

の

み

な

ら

す
、
"
Z 

R依
.て
黨
派
の

f
i接
激
動
の
範
圓
を
ズ 

ポ
命
的
で
な
い

5

認
め
ら
れ
た
る
問

®
 

の
み
制

®

す
る
こ
ビ
が

.出

来

る

か

ら

で

ぁ

る

。英

.國 

憲
法
は
大

A
r
:分
不
义
律
か
ら
成
つ
て
、國
王
、貴
族
、庶
民
か
ら
姐
織
せ
ら
る

〜

其
國
會
は
*ぜ
ょ
路 

.;=：

力
を
具
べ
て
如
何
な
る
決
織
で
も
此
處
ヤ
な
す
こ
て
が
出
來
る
け
れ
と
、元
來

K

守
主
義
な 

る
與
國
人
は
革
命
の
如
き
過
激

Hi，

段
を
好
ま
な
い
か

&
、其
行
動
は
決
し
て
常
軌
を
逸
れ
る

® 

は
な
又
英
國
の
政
黨
組
織
は
必
、
し
も
法
律
上
の
國
會
組
織
ご
厳
密
に
は

1
.

致
し
て

030

な 

い
け
れ
と
、國
會
は
實
際
上
、政

'黨
.生

®

か
ら
發
生
し
た
法
#
以
外
の
償
例
及
び
默
契
に
依
つ
て 

蓮
用
せ
ら
る

. 

>の
で
を
る
か
ら
、其
間
に
何
等
の
支
障
だ
も
起

&

な
い
。前
記
の
如
く
英
國
.兩
大 

政
黨
が
働
崎
し
て
互
に
髓
镇
す
る
其
相
遂
點
は
、重
大
で
は

,

0
：

る
け
れ

ど

，決

し
て
根
本
的
で
も 

革
，#

的
で

も

な
く
、郎
ち

f
f
i類

0
;潮

進
：で
な
く
し
て
、寧
ろ
：極
度

.
®
:相，逮
で
も
る
か
ら
、

雨
，：

邀

の
：ま

稱
九
傘

(

七
S

ニ
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®
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欧
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1爽
圓
政
狐
政
消
のf

ん
局 

鎮
七
跳
.

五0

界
線
に
相
接
し
て
居
る
黨
員
間
の
主
張
に
は
殆
ど
政
見
の
相
逮
ざ
云
：ふ
殺
の
も
の
は
な
い

>
o隨 

ヤ
統

1

黛
か
ら

0

ぬ

®

に
藉
變
へ
す
る

'激
も
も
れ
ば
、反
對
に
自
曲
黨
か
ら
統

】

黨
に
變
る
者 

も

f
f
i
\
あ
る
の
で
あ
る
。此の
如
き
有
樣
で
あ
る
か
ら
、政
務
を
蓮
ぱ
す
上
に
も
都
が
好
ぐ
、自由 

黛
が
絲

1

戴
に
代
ウ
て
も
、統

! 

0

が
自
由

0

に
代

0

て
も
、其
の
前
內
開
の
有
ゆ
る
事
業
を

, 

し
て
了
ふ
や
う
な
こ
ざ
は
殆
と
な
い
の
で
あ
る
。屈
外
者
か

&
 
M

れ
ぱ
英
國
政
黨
鎭
の
特
色 

5
0

な
つ
て
居
る
此
の
和
協
の
空
氣
は
、全
體
の
制
皮
に
眞
鯽
勝
負
で
な
い
ご
云
ふ
や
う
な
感
じ 

を
與
へ
る
け
れ
と
、兩
大
政

S

の
爭
鬪
の
根
本
ビ
な
つ
て
居
る
此
の
如
き

一

®
の
妙
掘
が
な
く 

し

て

は
、英
國
現

®

の
政
治
機
關
は
到
底
述
用
す
る
こ
ご
の

.出
來
な
い
の
は
明
か

-
で
あ
る
。侧
國 

大
？
^
命
の
媳
行
中

1

辩
士
は
大

E

資
旺
を
贊
成
し
て

T

責
任
マ

J

は
死
を
意
味
す
る
ざ
吾
々
は
思 

ふj
w

云
つ
れ
が
、英
國
の
政
黨
鎭
に
は
此
の
如
き
带
烈
な
深
劍
な
意
嫁
は

.毛
‘頭
な
い
。ス

ク

ト 

ポ
ル
や
野
球
の
鋭
技
に
遊
戯
の
ル

I

ル
が
あ
る
や
う
に
、英
國
兩
大
政
黨
の
.®袖
間
に
は
政 

權
廣
银
の

1

糖
の
ル

I

ダ
が
成

A

ウ
て
双
方
ご
も

3
^
!を
厳

^
?し̂
て
、ス

 ̂
I

ァ

K

y

i
を
演
す 

る
の
で
あ
る
。斯
く
政
權
の
胰
爭
を
一
種
の
グ

ー

ム

f

思
ウ

て

居
る
は
れ

A
/

左
れ
ぱ
ビ

v̂
、

英
國 

の
政
黨
政
治

~

家
が

"決
し
て
政
治
に

.熟
心
を
欠
い
て
居
る
ビ
云
ふ
課
で
は
な
い

*

之
要
す
る
に
、英
國
は
振
古
未
贷
商
の
困
難
に
遭
遇
し
ね
の
で
、兩
大
政
黨
は
.ギ
生
の
行
掛 

^

を
擲
ち
、擧

.國

1

致
外
敵
に
當
ウ
て
居
る
け
れ
と
、平
和
囘
傲
後
に
は
現
今
の
聯
合
內
閣
が
単 

晚
解
す
可
き
こ

V」

は
、殆
と
疑
な
い
所
で
わ
ら
ぅ
。其
時
に
當
つ
て

.黨
界
の
分
野
が
全
く

】

變 

し
て
新
ら
し
い
盤
散
離
合
が
行
は
る

.
/
や̂
否
や
は
、莊
に
豫
測
す
る
こ
マ
し
は
出
來
な
い
け
れ
と
、
 

愛

S
|

自
治
間
题

9

し

か、
ク

，デ

.ス
國
敎
廢
格
問
题
ヒ
か
、選
擧
法
改

K

問
题

.

>

し
か
、幾
多
未
解
決 

の

S

案
が

'殘
ウ
て

®

る
の
で
、矢
服
タ
從
来
の
如
く
保
守
、自
由
の
兩
大
政
戴
を
中
心
ご

.し
て

\

.
 

1,

ダ
ィ

1

0
ラ
イ
ン
が
剩
せ
ら
る

 

> 

こ

は

略

‘

推
察
が
出
來
る
。然
し
英
國
も

<
r

囘
の
大
戰
に 

艦
み
て
、猛

‘

带
國
の

.統

1
、

隨
ウ
て
取
備
充
；實
の
必
要
：を
痛
切
に
感
じ
れ
の
で
ぁ
る
か
ら
、

r

方 

に
於
て

®

後
の
内
政
整
理
の
難
題
の
解
決

.共
に
、他

.の

】

方
に
於
て
は
、外交
ご
取
事
ざ
を
黨 

派
政
治
の
範

.圓
外
に
置

i
u
、

其
の
統

1

戴
れ
る

ぷ
レ

自
由
黨
た
る

VJ.

を
間
は
す
、®
時
に
異
ら
ざ
る 

辦
國

1

政
の
精

#

を
以
て
外
に
當
る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
ぅ
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